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ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
所
の
基
準
を
規
定

（
要
旨
）　

平
成
30
年
度
か
ら
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指
定

権
限
が
都
道
府
県
か
ら
市
町
村

に
移
譲
に
な
る
た
め
、
国
の
基

準
省
令
に
基
づ
き
制
定
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

県
が
国
保
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
る

（
要
旨
）　

平
成
30
年
度
か
ら
県

が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

る
こ
と
か
ら
、
運
営
協
議
会
の

名
称
変
更
や
基
金
の
目
的
名
称

変
更
な
ど
の
改
正
を
行
う
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

基
金
積
み
立
て
の
原
資

は
ど
う
確
保
す
る
の
か

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

こ
れ
ま
で
剰
余
金
を

基
金
に
積
み
立
て
た
が
、
原
資

は
何
か
。
予
算
に
も
計
上
さ
れ

て
い
る
と
保
険
税
に
も
影
響
す

る
の
で
は
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

こ
れ
ま
で
同
様

に
、
剰
余
金
か
ら

積
み
立
て
る
。
国
保
税
と
は
切

り
離
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
税

額
に
影
響
は
な
い
。

基
金
の
使
用
は
町

独
自
で
行
え
る
の
か

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

基
金
の
使
用
権
限
者

は
町
か
、
県
か
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

こ
れ
か
ら
は
療

養
給
付
費
は
県
の

交
付
金
で
賄
う
が
、
基
金
は
あ

く
ま
で
町
が
管
理
す
る
。

（
要
旨
）　

農
業
の
新
た
な
担
い

手
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
野

菜
の
多
品
目
栽
培
体
系
を
確
立

し
、
生
産
者
の
栽
培
技
術
と
農

業
所
得
の
向
上
を
図
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

研
修
希
望
の
問
い

合
わ
せ
は
あ
る
か

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

訓
練
所
の
開
所
は
い

つ
か
。
ま
た
、
研
修
希
望
者
は

い
る
の
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

施
設
は
現
在
整

備
中
で
、
開
所
は

４
月
に
入
っ
て
か
ら
の
予
定
。

研
修
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や

相
談
窓
口
の
開
設
を
し
て
い

る
。現
在
問
い
合
わ
せ
は
な
い
。

受
講
料
や
労
働
の

対
価
は
あ
る
の
か

問
（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

受
講
料
の
負
担
や
、

労
働
に
対
す
る
対
価
の
支
払
い

は
あ
る
の
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

受
講
料
は
す
べ

て
無
料
で
、
報
酬

の
支
給
は
な
い
。

訓
練
所
の
運
営
規
定

を
作
成
す
べ
き
で
は

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

条
例
に
は
ど
ん
な
運

営
形
態
か
示
さ
れ
て
い
な
い
。

運
営
規
定
を
作
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
い
か
が
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

実
施
要
綱
、
募

集
要
領
は
整
備
し

て
お
り
、
周
知
し
て
い
く
。

農
業
の
担
い
手
育
成
と
栽
培

技
術
・
所
得
の
向
上
を
図
る

く
に
み
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

訓
練
所
設
置
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

条
例
制
定

条
例
改
正

■町債（借金）の残高

会計名 29年度末
借金残高

30年度末見込
借金残高

一 般 会 計 65億939万円 63億8081万円

■基金（貯金）の残高

会計名 29年度末
貯金残高

30年度末見込
貯金残高

財政調整基金 7億5339万円 5億1924万円

復興基金 6120万円 6123万円

その他の基金（一般会計） 3億8407万円 3億8046万円

基金総額（一般会計） 11億9866万円 9億6093万円



7

移
行
に
よ
り
町
に

不
利
益
は
な
い
の
か

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

今
回
の
改
正
で
運
営

主
体
が
県
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、町
に
不
利
益
は
な
い
の
か
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

仕
組
み
が
変
わ

る
が
、
被
保
険
者

の
医
療
の
受
け
方
に
変
わ
り
は

な
い
。

　

給
付
や
申
請
の
窓
口
も
こ
れ

ま
で
ど
お
り
町
で
行
う
。

計
画
期
間
中
の

保
険
料
を
定
め
る

（
要
旨
）　

第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
30
年

か
ら
平
成
32
年
の
計
画
期
間
中

の
介
護
保
険
料
を
定
め
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

保
険
料
が
上
が
り

続
け
る
理
由
は

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

保
険
料
は
こ
れ
ま
で

ず
っ
と
上
が
っ
て
き
た
が
、
ど

こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

高
齢
化
で
要
介

護
認
定
者
も
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
密
着
型

介
護
施
設
が
で
き
た
影
響
も
あ

る
。
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税

増
税
も
見
据
え
て
の
増
額
で
あ

る
。保

険
料
負
担
軽
減
の
経

過
と
今
後
の
見
通
し
は

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

５
０
０
０
万
円
を
投

入
し
て
負
担
軽
減
を
図
っ
た

が
、
投
入
の
経
過
と
今
後
の
見

通
し
は
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

基
金
積
立
金
約

１
億
１
０
０
０
万

円
の
う
ち
５
０
０
０
万
円
を
充

当
し
た
。
今
後
と
も
高
齢
化
が

進
む
た
め
、
基
金
は
将
来
に
備

え
て
管
理
し
た
い
。

新
た
に
共
生
型

サ
ー
ビ
ス
が
開
始

（
要
旨
）　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
平
成
30
年
度
に
施
行
と
な

り
、
新
た
に
介
護
保
険
法
、
障

害
者
総
合
支
援
法
、
児
童
福
祉

法
に
ま
た
が
っ
た
共
生
型
サ
ー

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
基
準
を
追
加
規
定
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

介
護
医
療
院
の
サ
ー
ビ
ス

は
町
内
で
受
け
ら
れ
る
か

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

介
護
療
養
型
医
療
施

設
の
受
け
皿
と
し
て
介
護
医
療

院
が
新
設
さ
れ
る
が
、
町
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
は
ど

う
い
っ
た
施
設
が
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

近
隣
で
も
介
護

医
療
院
に
移
行
す

る
と
こ
ろ
は
な
い
。
介
護
療
養

型
医
療
施
設
が
特
例
で
６
年
間

現
状
の
ま
ま
利
用
で
き
る
。

現
在
の
町
の
サ
ー
ビ
ス

は
十
分
と
考
え
る
か

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

地
域
密
着
型
通
所
介

護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
は
町
に
施
設
が
な
い
が
、
な

く
て
も
町
で
の
サ
ー
ビ
ス
は
十

分
と
考
え
る
か
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
９
種

類
の
う
ち
町
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
国
見
の
丘
、
国

見
の
杜
で
３
種
類
の
事
業
所
が

あ
り
、
原
則
と
し
て
町
内
の
人

が
利
用
で
き
る
。
ま
た
、
広
域

的
に
利
用
で
き
る
在
宅
サ
ー
ビ

ス
も
多
く
あ
り
、
近
隣
市
町
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
現
状
は
希
望
の
サ
ー

ビ
ス
が
不
足
し
て
利
用
で
き
な

い
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

※
そ
の
他
、
条
例
改
正
３
議
案

が
原
案
ど
お
り
全
員
賛
成
で
可

決
さ
れ
た
。

２
路
線
を
町
道
に

認
定

（
要
旨
）　

町
道
２
２
１
２
号
線

（
延
長
２
２
８
メ
ー
ト
ル
）、
町

道
３
１
９
３
号
線
（
延
長
４
５

４
メ
ー
ト
ル
）
を
認
定
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
現

職
の
奥
山
宏
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
条
例

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

人

事

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
奥
山
宏

氏
の
再
任
に
同
意

一
般
議
案

町
道
路
線
の
認
定


